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仏言, 芻, 汝等諦聴, 我今説之。於過去世, 有大国王名満度摩, 彼王妃后名満度摩
帝。爾時毘婆尸仏從兜率天降下閻浮, 入於母腹, 住胎蔵中, 放大光明, 照諸世間, 無有
幽暗, 而諸悪趣, 一切地獄, 日月威光, 亦不能照, 仏光所及, 忽得大明。……彼菩薩摩
訶薩, 右脇生時, 大地震動, 身真金色, 離諸垢染, 放大光明, 普照世間一切境界, 所有
悪趣, 黒暗地獄, 忽然大明2)。
兜率天 (Tusita) は仏教に説かれる欲界十重天の第八重天で, 閻浮提 ( Jambudvipa) は贍部






1) 七仏は, ①毘婆尸仏 (Vipasyin), ②尸棄仏 (Sikhin), ③毘舎浮仏（毘舎婆仏とも, Visvabhu), ④
倶留孫仏（拘楼孫仏とも, Krakucchanda), ⑤倶那含牟尼仏 (Kanakamuni), ⑥迦葉波仏 (Kasyapa),
⑦釈迦牟尼仏 (Sakyamuni) のこと。毘婆尸仏は過去91劫の仏で, 尸棄仏と毘舎浮仏は過去31劫の仏
で, 倶留孫仏は賢劫の第６劫の仏で, 倶那含牟尼仏は賢劫の第７劫の仏で, 迦葉波仏は賢劫の第８劫
の仏で, 釈迦牟尼仏は賢劫の第９劫の仏で, 即ち現在の仏である。
2)［宋］法天訳『仏説七仏経』,『大正蔵』第１册, 第152頁b―153頁a。












仏告阿難, 凡世地動, 有八因。何等八。夫地在水上, 水止於風, 風止於空, 空中大
風有時自起, 則大水擾, 大水擾則普地動, 是為一也。
復次阿難, 有時得道比丘・比丘尼・及大神尊天, 観水性多, 観地性少, 欲自試力, 則
普地動, 是為二也。
復次阿難, 若始菩薩従兜率天降神母胎, 専念不乱, 地為大動, 是為三也。
復次阿難, 菩薩始出母胎, 従右脇生, 専念不乱, 則普地動, 是為四也。
復次阿難, 菩薩初成無上正覚, 当於此時, 地大震動, 是為五也。
復次阿難, 仏初成道, 転無上法輪, 魔・若魔・天・沙門・婆羅門・諸天・世人, 所不
能転, 則普地動, 是為六也。
復次阿難, 仏教将畢, 専念不乱, 欲捨性命, 則普地動, 是為七也。











聞如是, 一時仏在舍衛国祇樹給孤独園, 爾時世尊告諸比丘, 天地大動, 有八因縁。云
何為八。比丘当知, 此閻浮里地, 南北二万一千由旬, 東西七千由旬, 厚六万八千由旬,
水厚八万四千由旬, 火厚八万四千由旬。火下有風, 厚六万八千由旬, 風下際有金剛輪,
過去諸仏世尊舎利, 尽在彼間。比丘当知, 或有是時, 大風正動, 火亦動。火已動, 水便
動。水已動, 地便動。是謂第一因縁使地大動。
復次, 菩薩従兜術天降神来下, 在母胎中, 是時地亦大動, 是謂第二因縁使地大動。
復次, 菩薩降神出母胎時, 天地大動, 是謂第三因縁使地大動。
復次, 菩薩出家学道, 成無上正真等正覚, 是時天地大動, 是謂第四因縁使地大動。
復次, 若如来入無余涅槃界而取滅度, 是時天地大動, 是謂第五因縁使地大動。
復次, 有大神足比丘心得自在, 随意欲行無数変化, 或分身為百千之数, 復還為一, 飛
行虚空, 石壁皆過, 踊没自由, 観地無地想, 了悉空無, 是時地為大動, 是謂第六因縁地
為大動。
復次, 諸天有大神足, 神徳無量, 従彼命終還生彼間, 由宿福行具足諸徳, 捨本天形得
作帝釈・若梵天王時, 地為大動, 是謂第七因縁地為大動。





きによるもの。大地は水の上にあり, 水は火の上にあり, 火は風の上にあり, 風は金剛輪の













一者大地依於水住, 又此大水依風輪住, 又此風輪依虚空住, 空中有時猛風大起, 吹彼
風輪, 風輪既動, 彼水亦動, 彼水既動, 大地乃動。
二者比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷, 有修神通, 始成就者, 欲自試験, 故大地動。
三者菩薩在兜率天, 将欲来下, 降神母胎, 故大地動。
四者菩薩初生, 従右脇出, 故大地動。










世尊答曰, 阿難, 有三因縁令地大動。地大動時, 四面大風起, 四方彗星出, 屋舎牆壁
皆崩壊尽。云何為三。阿難, 此地止水上, 水止風上, 風依於空。阿難, 有時空中大風起,
風起則水擾, 水擾則地動, 是謂第一因縁令地大動。地大動時, 四面大風起, 四方彗星出,
屋舎牆壁崩壊尽。
復次阿難, 比丘有大如意足, 有大威徳, 有大福祐, 有大威神, 心自在如意足, 彼於地
作小想, 於水作無量想, 彼因是故, 此地随所欲, 随其意, 擾復擾, 震復震。護比丘天,
亦復如是, 有大如意足, 有大威, 有大福祐, 有大威神, 心自在如意足, 彼於地作小想,
於水作無量想, 彼因是故, 此地随所欲, 随其意, 擾復擾, 震復震。是謂第二因縁令地大
動。地大動時, 四面大風起, 四方彗星出, 屋舎牆壁皆崩壊尽。
復次阿難, 若如来不久, 過三月已当般涅槃, 由是之故, 令地大動。地大動時, 四面大
風起, 四方彗星出, 屋舎牆壁皆崩壊尽, 是謂第三因縁令地大動。地大動時, 四面大風起,
四方彗星出, 屋舎牆壁皆崩壊尽6)｡
地震を引き起こす第一の原因は強風, 第二の原因は比丘・天神等が持っている自由変化の






仏語阿難, 有三因縁。一為地倚水上, 水倚於風, 風倚於空, 大風起則水擾, 水擾則地
動。二為得道沙門及神妙天, 欲現感応, 故以地動。三為仏力, 自我作仏前後已動, 三千
日月, 万二千天地, 無不感発, 天人鬼神, 多得聞解。
阿難歎曰, 妙哉。仏為無倫, 以自然法, 無不感動, 至徳至道, 巍巍乃爾。
仏言, 如是如是。阿難, 仏徳不小, 乃従無数劫積累功徳, 奉行諸善, 自致作仏, 有是
神妙自然法化, 一切知, 一切見, 無不入, 無不化7)。
ここに説かれる地震の原因は, 第一に風力の作用, 第二に道を得た僧侶の感応力, 第三に
仏の法力 即ち全てのものを変化させる能力である。
では, なぜ仏の法力が地震を引き起こすのか。それは, 仏は長い年月を経て功徳を積み重








依『華厳経』云, 三千大千世界以無量因縁乃成, 且如大地依水輪, 水輪依風輪, 風輪
依空輪, 空輪無所依, 然衆生業感世界安住。故『智度論』云, 三千大千世界, 皆依風輪
為基8)。





さて, 地震を引き起こす原因は多種多様であるが, その中の多くは, やはり仏教のいわゆ
る「神通」と関わるものである｡「通」とは無碍の意で, 即ち自由自在に進出・変化する能
力にほかならない。仏教においては,「神通」に関する説として, 一般に五通9), 六通10), 十
仏典に見られる「大地震動｣ 183
7)『大正蔵』第１册, 第182頁a。




復次舎利仏, 菩薩行般若波羅蜜, 当念具足度五神通, 逮諸菩薩無量神足, 能動天地,
変身無数, 更合為一, 徹視無碍, 石壁皆過, 譬如鳥飛, 無所触碍, 能履水蹈虚, 身出水
火, 手捫摸日月, 身至梵天12)。
ここに挙げられる菩薩の「神通」は, 天地を振動させ, 身を分けたり合したりし, 物を透




















9) 五通,『倶舎論』巻十八によると, ①神境智証通（また身如意通とも), ②天眼智証通, ③天耳智証
通, ④他心智証通, ⑤宿命智証通をいう。
10) 六通,『倶舎論』巻二十七によると, 以上の五通の他に, 漏尽智証通を加えるものである。
11) 十通,『華厳経』の十通品によると, ①他心智通, ②無碍天眼智神通, ③過去際劫宿住智神通, ④
尽未来際劫智神通, ⑤無碍清浄天耳智神通, ⑥無体性无動作往一切佛刹智神通, ⑦善分一切言辞智










である。例えば, 鳩摩羅什 (Kumarajiva, 344―413) が翻訳した『摩訶般若波羅蜜経』巻一
には次のようにみえる。
爾時世尊故在師子座, 入師子遊戯三昧, 以神通力感動三千大千国土, 六種震動。東踊
西没, 西踊東没, 南踊北没, 北踊南没, 辺踊中没, 中踊辺没。地皆柔軟, 令衆生和悦。
是三千大千国土中, 地獄・餓鬼・畜生・及八難処, 即時解脱，得生天上14)。
世尊が「獅子遊戯三昧」に入った時, 彼の「神通力」で「三千大千国土」に六種の震動を
起こした。その六種の震動とは, ①東が踊り, 西が沈み, ②西が踊り, 東が沈み, ③南が踊
り, 北が沈み, ④北が踊り, 南が沈み, ⑤周辺が踊り, 中央が沈み, ⑥中央が踊り, 周辺が




答曰, 譬如師子搏鹿, 自在戯楽。仏亦如是, 入此三昧, 能種種回転此地, 令六種震動。
復次, 師子遊戯, 譬如師子戯日, 諸獣安隠。仏亦如是, 入是三昧時, 震動三千大千世界,
能令三悪衆生一時得息, 皆得安隠。復次, 仏名人師子, 師子遊戯三昧, 是仏戯三昧也。
入此三昧時, 令此大地六種震動, 一切地獄悪道衆生, 皆蒙解脱, 得生天上, 是名為戯。
問曰, 仏何以故入此三昧。
答曰, 欲動三千大千世界, 出三悪道衆生, 著三善道15)中故。復次, 上三種変化出自仏






問曰, 有諸阿羅漢及諸天, 亦能動地, 何以独言是仏神力。
答曰, 諸阿羅漢及諸天, 不能具足動, 唯仏世尊, 能令大地六種震動。
問曰, 仏何以故震動三千大千世界。
答曰, 欲令衆生知一切皆空無常故。有諸人言大地及日月・須弥・大海, 是皆有常, 是
以世尊六種動地, 示此因縁, 令知無常。復次, 如人欲染衣, 先去塵土。仏亦如是, 先令
三千世界衆生見仏神力, 敬心柔軟, 然後説法, 是故六種地動16)。
問曰, 何以故正有六種動。
答曰, 地動有上中下。下者二種動, 或東涌西没, 或南涌北没, 或辺中。中者有四, 或
東西南北, 或東西辺中, 或南北辺中。上者六種動, 有種種因縁, 令地大動。如仏告阿難,
八因八, 令地震動, 如別。……復次, 地動因縁有小有大, 有動一閻浮提, 有動四天
下一千二千三千大千世界。小動以小因縁故, 若福徳人, 若生若死, 一国地動, 是為小動。















一切諸仏, 能令尽虚空界無量無数種種荘厳一切世界六種震動, 令彼世界或挙或下, 或
















所謂動・遍動・等遍動, 吼・遍吼・等遍吼, 震・遍震・等遍震, 踊・遍踊・等遍踊, 爆
・遍爆・等遍爆, ・遍・等遍。現如是等十八相已, 一切魔宮隠蔽不現, 非時開敷
種種異華, 大地一切華樹菓樹, 皆悉傾向法上菩薩摩訶薩, 帝釈天主・四大天王・及欲界
諸天子衆, 於虚空中雨天妙華, 向法上菩薩摩訶薩散擲供養19)。
法上という菩薩が説法した通り, 三千大千世界に六種の震動が起きた。その六種の震動は,
①動, ②遍動, ③等遍動, ④吼, ⑤遍吼, ⑥等遍吼, ⑦震, ⑧遍震, ⑨等遍震, ⑩踊, ⑪遍
踊, ⑫等遍踊, ⑬爆, ⑭遍爆, ⑮等遍爆, ⑯撃, ⑰遍撃, ⑱等遍撃という十八種の震動とし





南涌北没, 北涌南没, 辺涌中没, 中涌辺没, 及十八相動, 所謂動・遍動・等遍動, 起・
















三動相者, 其地下是。震即是声, 動即是形, 声兼吼, 形兼起踊, 故有六種。此六各
三, 成十八相。揺不安為動, 自下漸高為起, 忽然騰挙為踊, 隠隠出声為震, 雄声郁遏
為吼, 発響為。十八相者, 唯一方動, 直爾名動。四方若次第, 若一時動者, 名為
遍動。若八方次第, 或一時動, 名普遍動。又四方・八方・十方如次, 名三相動。又一方
独動, 十方次第動, 十方同時動, 又為三相。余五例之21)。
地震は地下から起こった震動であり, その震動は①震, ②動, ③吼, ④撃, ⑤起, ⑥踊の
六種類に分けられる。震は震動の音を指し, 動は震動の形状を指し, 吼と撃とは震動の音声
に, 起と踊とは震動の形状に含まれる。そして, 動とは揺れ動く不安定のこと, 起とは次第
に高くなること, 踊とはいきなり隆起すること, 震とは震動の音が静かに鳴ること, 吼とは
震動の音が強烈なこと, 撃とは物がぶつかるような震動の音である。これら六種の震動は,


























爾時菩薩報彼等言, 我今不久定破彼輩, 悉令離散, 猶如風吹上細花, 彼等一切諸魔
鬼衆, 如是集時, 其夜正半, 虚空無明, 雖復有月及以衆星, 光並不現, 甚大黒闇, 仮令
有眼, 亦無所覩, 唯見大火, 起疾猛風, 声大可畏, 大地震動, 四海悉沸24)。
ここで描かれているのは, 菩薩が地震を起こして悪魔を降伏させる場面である。地震が発




既見如来入般涅槃, 神情憔悴, 如病新起, 当於爾時, 大地震動, 天鼓自鳴, 四大海水,
波浪翻倒, 須弥山王, 自然傾揺, 狂風奮発, 林木摧折, 簫索枯悴, 駭異於常25)。
仏は涅槃になったとき, 大地が震動し, それと共に大きな震動音が響き, 海には激しい波


















其国当有種種災異, 一切人民失其善心, 唯有縛・瞋恚・闘争, 互相破壊, 多諸疾疫,
彗星現怪, 流星崩落, 五星諸宿, 違失常度, 両日並現, 日月薄蝕, 白黒悪虹, 数数出現,
大地震動, 発大音声, 暴風悪雨, 無日不有, 穀米勇貴, 飢饉凍餓, 多有他方怨賊侵掠,
其国人民多受苦悩, 其地無有可愛楽処27)。
これは四天王が仏に語った「災異」である。その中に, 人民が争い, 疾病が蔓延し, 彗星
と流星が出現し, 星宿が異常運行し, 二つの太陽が現れ, 日食や月食, あるいは黒い虹と白











若菩薩摩訶薩作是思惟, 我於何時寿量無尽, 身有無量無辺光明, 相好荘厳, 観者無厭,
行時雖有千葉蓮花自然涌現, 毎承其足, 而令地上現千輻輪, 挙歩経行, 大地震動, 然不
擾悩地居有情, 欲迴顧時, 挙身皆転, 足之所履, 尽金剛際, 如車輪量, 地亦随転。是菩
薩摩訶薩欲成斯事, 応学般若波羅蜜多28)。
桃山学院大学総合研究所紀要 第36巻第１号190
26)『大正蔵』第３册, 第406頁 c―408頁ａを参照。提婆達多 (Devadatta), 意訳は天熱, 或いは天授と









世尊著僧伽梨衣, 与彼一切所応随仏崑努鉢陀那等芻大衆, 前後囲繞, 出舎衛国, 往詣
福増城。時娑婆界主大梵天王知是事已, 即与色界諸天子衆来仏右辺, 侍衛而行。帝釈天




















30) 大梵天王, Brahma の意訳, 大梵天ともいう。元々インド教の最高神の一つで, 世界万物の創造主
及び衆神の導師とされ, 天界の麦若山の頂上に住み, そこは寒くもない熱くもないところで, 全ての
良さがそろっているといわれる。帝釈天, Sakra-devanam-indra の音・意の合訳。仏教に説かれる護
法神の一つで, 利天の主である。他の32人と共に福徳を修め, 命が終わった後, 皆須弥山頂上の第





















けには宜しくない, 天子が凶に当たり, 大臣が殃を受ける｣, つまり旱魃と飢饉を伴う悪い
地震である。それに対して第四種の地震が起こる時は,「雨が豊かに降り, 五穀の植え付け
に宜しく, 天子が吉にあたり, 大臣が福を受け, 万民は安んずる｣, つまり風雨の調和, 五
穀豊穣, 天下の平安を伴う地震である。すなわち,「四種地動」には厄災をもたらす地震だ
けでなく, 喜ばしい地震もある。













者｣ とあるが, 今は「入」を ｢人｣ に改めた。
33)『大正蔵』第25册, 第117頁 a―b。






















“Earth Tremors” Found in Buddhist Scriptures
XING Dongfeng
Earthquakes are one of the extraordinary natural phenomena that strike people with terror.
Quite a few accounts of this phenomenon can be found in Buddhist scriptures, which help us un-
derstand how earthquakes, a great force of nature, were perceived in Buddhism. With precise
analyses of earthquake behavior and accompanying phenomena, each of these scriptures inter-
prets earthquakes as a desirable phenomenon for people living on earth, attributing the tremors
to mysterious supernatural powers possessed by Buddha, bodhisattvas, other Buddhist deities or
venerable monks. This interpretation of earthquakes as auspicious cannot be seen in other relig-
ions, and is unique to Buddhism. Given that the Theory in Confucianism, which devel-
oped in the same region as Buddhism, regards earthquakes as a disaster caused by deities ex-
pressing strong criticism of earthly rulers, the uniqueness of Buddhism’s view of earthquakes is
more clearly identified.
By analyzing and interpreting earthquake-related documents found in Buddhist scriptures, this
paper demonstrates that Buddhism acknowledges earthquakes not as a mere phenomenon of na-
ture, but as a phenomenon of religious significance. In particular it shows that the causes and
functions of earthquakes serve a religious purpose, and that Buddhist accounts of earthquakes
represent the religion’s unique perspective on this phenomenon, based on its view of world and
mythology.
